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とが示唆される．
　3）アルツハイマー型老年痴呆（SDAT）：SDAT
では，進行すると大脳萎縮に伴う脳溝開大・脳室拡
大をCT・MRIで見ることができる．
　しかし，SPECTでは脳萎縮の明らかでない比較
的早期から両側頭頂・側頭葉に血流低下が認められ
る．脳での血流と代謝は良くcouplingするという
事実から，SDATでの血流低下は，化謝の低下に
起因していることを意味する．この所見は，脳血管
性痴呆で前頭葉の血流低下が目立つのと対照的で，
両者の鑑別に有用である．またSDATでも病期や
症状によっては血流低下に左右差が見られ，言語障
害の強い例では左側，視空間認知障害の強い例では
右側の血流低下がより強い．
　4）99mTc－HM－PAOによる負荷試験への応用：
　a）Diamox⑩負荷（血管反応性）＝Diamox投与
により正常脳組織では脳血管が反応性に拡張し脳血
流が増加するが，虚血脳では既に血管が拡張してい
るため脳血流の増加が乏しい．この原理を応用して
脳循環予備能を評価することは，血行再建術の適応
など治療方針を決定する上で重要である．
　b）起立負荷（自動調節能）：起立負荷による血
圧（脳灌心組）の変動に伴う脳血流量の変化から脳
循環自動調節能の評価が可能である．
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　MR現象の一つであるflow　phenomenonは，
spin　echo法ではflow　void　sign等の所見として，
臨床的な意義を有する．近年，更に，cine　MRIに
よって流体の示すsignalの経時的変化が検討され，
動態画像解析の手法として注目されるが，signalの
解釈が難かしい事から定量的な解析には至っていな
い．我々は，cine　imagingに新しいMRI技術の一
つであるpresaturation　bolus　tracking法を併用
し，定量解析法としての有用性を検：討し，更に髄液
拍動流の解析に応用している。今回は，本法を用
い，脳室拡大病態における髄液拍動流の変化につい
て検討し，更にその病態生理学的意義も併せて報告
する．
［方法・対象］
　Presaturation　bolus　tracking法は，流れのある
部位に傾斜磁場による標識を行ない，一定時間後の
標識部位の移動距離から流体の速度を求める手法で
ある．臨床応用に先立ち，phantom　studyによる
parameterの条件設定を行い，次いでECG－gated
cine　MRIと組み合わせて，　cardiac　cycleにおける
中脳水道内の髄液流の動態画像を得た．これによ
り，time　velocity　curveを求め，成人脳室拡大例
における髄液流の解析を行った．対象は，対照群：
正常成人volunteer　10例，　A群：続発性正常圧水
頭症10例，B群：特発性脳室拡大例14例の計34
例である．
［結果］
　髄液流は，to　and　fro　motionを呈したが，その
最大流速，及び頭側方向と尾側方向へ流れる時間の
割合は病態により様々であった．対照群では最大流
速は15mm／sec未満で，尾側方向に流れる時間間
隔の方が頭側方向よりも長いflow　patternを呈し
た．A群では対照群と比べ，振幅が増大していた．
B群ではflow　patternは4型に分類され，臨床症
状，CT，　RI－cisternographyでは同様な症例間で，
異なるfiow　patternが存在した．髄液短絡術を施
行した症例では，術前とは異なるflow　patternを
呈した．また，外減圧術の前後においても異なる
flow　patternを認めた。これらのうち，ある種の
flow　patternを呈する例では，頭蓋内圧波が高頻度
に出現した．
［考案・結語］
　正常圧水頭症の概念が提唱されて以来，知能障害
を呈する成人脳室拡大例の手術適応が論議され，
種々の診断技術によってその病態解析がなされてき
た．その原因には髄液循環のみならず脳循環代謝あ
るいは脳実質の構築的変化が複雑に関与していると
考えられ，また髄液循環自体にも未知の部分が少な
くない．従来の検査法で観察し得る髄液循環動態は
そのbulk　flowであったが，本法により一心拍毎の
拍動流が観察可能となった．形態的に同様な例でも
種々の拍動流patternが存在する事，頭蓋内環境の
変化に伴って拍動流も変化する事から，本法は髄液
循環動態の解析のみならず脳の可塑性，更に水頭症
の分析において重要な情報を提供しうると考えられ
た．
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